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会社概要

商 号 川西倉庫株式会社（Kawanishi Warehouse Co., Ltd.）

本社所在地 兵庫県神戸市兵庫区七宮町1丁目4-16

代表者 代表取締役社長 川西 二郎

設立年月日 1918年7月（大正7年）

資本金 21億800万円（2023年3月31日現在）

発行済株式数 8,258,322株（2023年3月31日現在）

決算期 3月31日

事業内容
普通倉庫業、冷蔵倉庫業、港湾運送業、貨物運送取扱業、
国際運送取扱業、通関業、太陽光発電による売電事業

従業員数 410名（連結631名） 2023年3月31日現在
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国内ネットワーク

種 別 面 積

普通倉庫 ７６,６００坪 （253,000㎡）

冷蔵倉庫 ８,１２０坪 （26,800㎡）

地 域 拠 点 数

神 戸
本 社
神戸支店 １０事業所
通関部

大 阪
大阪支店 ４事業所
国際部

名古屋 名古屋支店 ７事業所

横 浜 京浜支店 ５事業所

東 京
営業部
国際部
大井営業所 （京浜支店）

埼 玉
関東物流ｾﾝﾀｰ加須営業所 （京浜支店）
関東物流ｾﾝﾀｰ杉戸営業所 （京浜支店）

山 形
上山倉庫 （京浜支店）
上山蔵王倉庫 （京浜支店）

福 岡 九州事務所 （神戸支店）

山形

埼玉

東京

横浜

名古屋

大阪

神戸

福岡
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海外ネットワーク

国 名 地 域

アメリカ サンフランシスコ

中 国 香港、上海、青島

ベトナム ホーチミン、ハノイ

フィリピン マニラ

国 名 地 域

アメリカ サンフランシスコ

タ イ バンコク

シンガポール シンガポール

インドネシア
（冷凍冷蔵倉庫）

ジャカルタ
４,０００坪 （13,500㎡ ）
（敷地面積 ： 25,000㎡）

現地法人 駐在員事務所

U.S.A

China

Philippines

Vietnam

Thailand

Singapore
Indonesia
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会社沿革

2011

2002

2013年7月
東証2部へ上場

2007

2018

1994

1994年10月
大証2部（特別指定銘柄）
へ上場

創立１００周年

ｼﾞｬｶﾙﾀ事務所開設

AEO特定保税承認者承認

AEO認定通関業者認定

国際品質保証システム規格ISO9001取得
（冷蔵貨物の取り扱いでは、
日本で最初に品質ISOを取得）

香港事務所開設

ﾎｰﾁﾐﾝ事務所開設

2002 マニラ事務所開設
2003 青島事務所開設

1995

1989
1995 上海事務所開設
1996 ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ事務所開設

1989 タイに現地法人開設
1990 シンガポールに現地法人開設

2016

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱに
現地法人開設

ｸﾞﾘｰﾝ経営認証取得
2013

2012

1924 大阪支店開設
1925 名古屋支店開設
1928 横浜支店開設

（現京浜支店）

1931 冷蔵部開設
1962 東京営業部開設

（現営業部）

2017

2017年6月
東証1部へ上場

1924

2019

2008

1918
設立

2022

2022年４月
東証ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ市場選択

8月
米国に現地法人開設
10月
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ第二倉庫稼働
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ビジネスモデル

お客様

国内物流事業
倉庫業・港湾運送業・

貨物運送取扱業・通関業・
流通加工業務

国際物流事業
国際運送取扱業・
倉庫業

その他
太陽光発電及び
売電事業・賃貸業

川西ﾌｧｲﾝｻｰﾋﾞｽ㈱
川西港運㈱

川西ﾌｧｲﾝｻｰﾋﾞｽ㈱

川西ﾌｧｲﾝｻｰﾋﾞｽ㈱

賃貸事業
販売事業国際運送取扱業

貨物自動車運送業 通関業
流通加工業

倉庫荷役作業
港湾荷役作業

㈱メイサク
㈱マルカ陸運

KAWANISHI LOGISTCS(S)PTE.LTD.
THAI KAWANISHI LTD.
PT KAWANISHI WAREHOUSE INDONESIA

KAWANISHI LOGISTCS（AMERICA)INC.
海外事務所

当 社
国内関係会社４社
海外現地法人４社
海外７事務所
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貨物の流れと当社の役割

その他物流関連事業（通関・流通加工）

倉庫業（保管・荷役）

◆ 船舶への貨物の
積み下ろし

◆ 埠頭でのコンテ
ナ貨物の取扱い

◆ 輸出・船積手配等
NVOCC業務

◆ 主要港での
海上コンテナ輸送
ネットワークの展開

輸入者

◆ DOOR TO DOOR
の輸配送サービス

◆ 貨物の保管と入出庫業務

◆ 輸出入通関手続き

◆ 保管貨物における豆ナッツの選別、
梱包、ラベル貼り等の流通加工

輸入貨物の流れ輸出者

（ｺﾝﾃﾅﾔｰﾄﾞ）

貨物運送取扱業
（一般貨物自動車運送）

貨物運送取扱業
（一般貨物自動車運送）

国際物流事業 港湾運送事業

（ｺﾝﾃﾅﾔｰﾄﾞ）
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国内物流事業① 倉庫業（保管・荷役）

普通倉庫
（定温・定湿、常温、燻蒸、
オートラック庫・トランクルーム）

冷蔵倉庫
（冷蔵・冷凍・チルド）

◇ 輸出の許可を受けた貨物

◇ 輸入手続が済んでいない貨物

◇ 日本を通過する貨物

いわゆる外国貨物を置くことができる場所

保税蔵置場（貨物の保管）

お客様より寄託を受けた貨物を倉庫に大切に保管、

円滑な入出庫を行う業務

当社は２４事業所にて取得

（税関長の許可が必要）
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国内物流事業② その他物流関連事業（通関）

外 国

その他食品、添加物、器具、
容器包装、おもちゃ

【品目による届出申請の流れ】

農林水産省
植物防疫所

植物防疫法
（植物の病害虫の国内侵入防止）

関税法
（輸入許可）

家畜伝染予防法
（家畜の伝染病の国内侵入防止）

食品衛生法

（残留農薬や抗菌性物質等、食品の安全衛生
に関する届出書の審査・検査の実施）

国 内

財務省
税 関

農林水産省
動物検疫所

食肉、食肉製品果物、野菜、穀類等

厚生労働省
検疫所

輸出入貨物の通関手続き代行業務
関連諸法令（食品衛生法・家畜伝染病予防法・植物防疫法等）
に基づく輸入申請、検査等代行業務
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国内物流事業③ その他物流関連事業（流通加工）

商品取引の利便性を高める質の高いサービスをご提供

「倉庫」 お客様の生産活動の一端を担う加工拠点

  商品の高付加価値化

  リードタイムの短縮や物流経費の削減

豆類の選別や小分け・各種商品の検品やラベル貼付・セット組（詰替え・
詰合せ）などを行っています
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国内物流事業④ 貨物運送取扱業

東京、横浜、名古屋、大阪、神戸の主要港で

海上コンテナの輸送ネットワークを展開

◇ 交通至便な施設立地

◇ 商品の特性や受け入れ先のニーズに対応

◇ 効率的な輸配送体制を実現

DOOR TO DOORサービスの強化等、物流の効率化やお客様の

ニーズに合わせた最適な輸送サービスを提供
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国内物流事業⑤ 港湾運送事業

◇ 船舶からの貨物の積み下ろし業務

◇ ターミナルにおいてコンテナ貨物の取り扱い業務

RO-RO船への自走荷役

貨物の海上運送と陸上運送との接点となる業務

神戸港を基盤に特定の船会社とタイアップ、グローバルな総合物流を展開
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国際物流事業

◇ 一貫処理システムの整備（輸出書類の作成から船積手続きまで）
◇ 極東、東南アジアと北米にある自社物流拠点の活用
◇ ＡＳＥＡＮ域内、二国間、三国間等、あらゆるトレード形態に対応

海外拠点での貨物管理物流についても提案

長年の国際複合一貫輸送（ＮＶＯＣＣ）の経験と実績を生かした
「カスタマイズ物流サービス」を展開

お客様のニーズに対応した最適なグローバル物流のご提供

※ NVOCCとは、船舶や航空機などは所有せず、複数の輸送手段を利用して不特定荷主の貨物を一貫して輸送する
利用運送業者のことです。
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その他事業

太陽光発電および売電

◇ 環境負荷低減の取り組みの一貫

◇ 保有資産を有効活用

国内８ヵ所の当社営業所設備にソーラーパネルを設置

名古屋港流通センター営業所

環境貢献への効果

一般家庭の消費電力 1,200世帯／年に相当

推定発電量 4,736,307kwh／年

CO2削減量 2,000ｔ／年
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２ 当社事業の強み・特徴
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当社事業の強み・特徴①
主要取扱貨物の輸入量割合 （2023年3月期）

当社の主要な取扱貨物は、輸入食品です

カロリーベースで約６割を海外から輸入される食品に依存している日本において

輸入食品をなくして食生活は成り立たないものとなっています

普通倉庫

＜冷蔵倉庫 主要取扱貨物＞
畜産加工品 35％－チーズ・バター 他
畜産物 28％－牛肉、鶏肉 他

冷蔵倉庫

＜普通倉庫 主要取扱貨物＞
食料工業品 52％－乳製品・缶詰・食品（製品）・ｲﾝｽﾀﾝﾄｺｰﾋｰ 他
農水産品 33％－コーヒー豆・カカオ豆・豆類 他

52.0%32.7%

6.4%

4.7% 1.9%

0.8% 0.7%
0.6%

0.3%

食料工業品

農水産品

雑 品

化学工業品

雑工業品

紙・パルプ

繊維工業品

金属製品・機械

金 属

窯業品

35.2%

27.6%

14.2%

10.5%

6.9%

2.8%

2.6% 0.3%

0.0%
畜産加工品

畜産物

冷凍水産物

冷凍食品

農産物

農産加工品

水産加工品

その他

生鮮水産品

塩干水産物
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当社事業の強み・特徴②
主な取扱貨物

特に、コーヒー豆は、全国シェアの４０％超を取扱っています
（在庫数年平均）

＜産地から工場納入までの一貫業務＞

ベトナム産、ブラジル等の中南米産は、産地より一貫で海上輸送（ＮＶＯＣＣ）を行っており、

日本港到着後、当社倉入れ、輸入通関、大手ロースターの工場へのトラック納入までと

産地から工場納入まで一貫で取扱うことができます
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20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

2011年2012年2013年2014年2015年2016年2017年2018年2019年2020年2021年2022年2023年

全国の取扱量（資料） 当社％ 当社シェア
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当社事業の強み・特徴③
選別機械／設置拠点

地 域 営業所名 （対象貨物）

神 戸
兵庫突堤営業所 （小豆）
第五突堤営業所 （雑豆、蚕豆）
六甲ターミナル営業所六甲物流センター （ナッツ）＊主にクルミ

名古屋
金城営業所 （雑豆）＊主にインゲン豆、緑豆
空見営業所 （クルミ、ピスタチオ、クランベリー）

横 浜 大黒営業所 （小豆、雑豆、緑豆）

東 京 大井営業所 （ナッツ）＊主にアーモンド

選別機械
精度の高い色彩選別機械等を導入し、
生豆から欠点豆や異物を取り除く作業
も行い、より高品質で安全性の高い商
品を提供
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当社事業の強み・特徴④
AEO認定事業者

ＡＥＯ認定通関業者

ＡＥＯ特定保税承認者

認定取得年月日：2012年9月27日
認定番号：12B00013号

「安心･安全な国際物流」と「スピーディな輸出入通関サービス」

をお客様に提供し、また、リードタイムの短縮や安心・安全なサ

プライチェーンの確保等、国際物流の効率化に寄与することを

目的とし、AEO制度における認定通関業者、特定保税承認者

を取得

AEO制度とは、国際物流におけるセキュリティ確保と円滑
化の両立を図り、我が国の国際競争力を強化するため、
貨物のセキュリティと法令遵守の体制が整備された優良
な事業者に対し税関が認定し、税関手続の緩和・簡素化
策等が提供される制度 承認取得年月日：2011年5月17日

承認番号：11C00202号

ＡＥＯ通関業者 260者 全国の通関業者の約 26％
（2023年12月20日現在）
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３

長期ビジョン

「KAWANISHI 2030」

中期経営計画

「Vision 2024 物流イノベーションへの挑戦」
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長期ビジョン「KAWANISHI 2030」
中期経営計画「Vision 2024 物流イノベーションへの挑戦」
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Phase１ 成長戦略の具体的な施策を策定

業績の安定を維持しながら財務基盤を強化

前中計期に新設した倉庫の集荷強化にて早期安定稼働をめざす

長期ビジョン「KAWANISHI 2030」
中期経営計画「Vision 2024 物流イノベーションへの挑戦」



©Kawanishi Warehouse Co.,Ltd.All rights reserved. 25

Phase２ 新しい取り組みを一気呵成に進める

Phase１にて築いた安定的業績基盤を土台として2030年への飛躍的発展を睨む
Phase３での成長戦略の完成に向けて大幅な業績伸長を計画

長期ビジョン「KAWANISHI 2030」
中期経営計画「Vision 2024 物流イノベーションへの挑戦」
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Phase３ Phase１・２にて進めてきた様々な成長戦略の具体的施策の完遂

次世代物流ソリューションへの挑戦

新設倉庫安定稼働による
収益利益の伸長

業務効率化による
利益拡大

川西倉庫グループ業績目標

営業収益 ：３２０億円
営業利益 ： ２０億円
営業利益率： ６.３％

長期ビジョン「KAWANISHI 2030」
中期経営計画「Vision 2024 物流イノベーションへの挑戦」
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成長戦略に向けた投資計画の概要（2022年度～2030年度）

既存施設の再構築
Phase1、Phase2、Phase3

２０億円

物流センターの機能拡充/スマート倉庫他

倉庫その他の設備投資（定温機更新他）

基幹システムの再構築
Phase2

１０億円

次期基幹システム

業務効率化ツール他

成長に向けた戦略的投資
Phase２、Phase３

７０億円

次世代型物流倉庫/VMI・GDP倉庫/運送強化

地球にやさしい物流構築（カーボンニュー
トラル実現に向けた取組 他）

TOTAL １００億円

長期ビジョン「KAWANISHI 2030」
中期経営計画「Vision 2024 物流イノベーションへの挑戦」
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物流センターの機能拡充／スマート倉庫／スマートロジスティクス構想の検討

物流サービスの強化 Vendor Managed Inventory（VMI 倉庫）の提案

新設倉庫の安定稼働および集荷強化 運送部門強化

海外物流業務の強化 輸出貨物案件の取り扱い増加

メーカー物流の強化 通関体制の強化

次世代型荷役機械装置や業務効率化ツールの検討

次世代型物流倉庫の建設地／規模の検討

ＧＤＰ倉庫・運送の調査検討 基幹システム再構築の検討

既存施設の再構築の検討 地球環境にやさしい物流構築の検討

オフィスワークの改革

ＲＰＡなどの省人化に寄与するシステムの導入による業務集約

コンプライアンスの強化 システム化推進による競争力強化

ダイバーシティへの対応 労働力不足に対応した人財戦略の強化

人事制度改革の実施 社内教育体制の充実

営業体制の強化 財務基盤の強化

「Vision 2024 物流イノベーションへの挑戦」

① 既存事業の拡大・強化

② 成長に向けた取組と戦略的投資の調査研究

③ 社内体制の強化

基 本 戦 略
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既存事業の拡大・強化

京浜支店ベイブリッジ営業所 （2021年11月開設）

倉 庫 面 積 １７,８７２㎡ （5,424坪）

倉 庫 仕 様

１階：常温庫、荷捌場
３階：定温庫２庫、常温庫（兼荷捌室）１庫
４階：定温庫２庫、常温庫（兼荷捌室）１庫
５階：定温庫２庫、常温庫（兼荷捌室）１庫、

燻蒸庫１庫
６階：定温庫２庫、常温庫（兼荷捌室）１庫
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既存事業の拡大・強化

PT KAWANISHI WAREHOUSE INDONESIA

倉 庫 面 積
５,６００㎡ （１,６９５坪）
（敷地面積 ： 25,042㎡）

倉 庫 仕 様
冷凍庫（1,137㎡）、冷蔵庫（1,137㎡）、
定温庫（2,138㎡）

第１フェーズ

第２フェーズ

倉 庫 面 積 ７,９００㎡ （２,３８９坪） 倉 庫 仕 様

冷凍庫２庫
（うち１庫は高さ28ﾒｰﾄﾙの自動倉庫完備 2,800㎡、
固定ラック庫 1,000㎡）

冷蔵庫１庫 （1,000㎡）

第１フェーズ（2017年10月6日開業）

第２フェーズ（2022年10月20日本格稼働）

１）既存事業の拡大・強化（PT KAWANISHI WAREHOUSE INDONESIA 第２フェーズ倉庫（2022年10月稼働）.mp4
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既存事業の拡大・強化

米国現地法人「KAWANISHI LOGISTICS（AMERICAS）INC.」設立

設 立 日 2022 年 8 月 26 日

資 本 金 370,000 US ドル（約 48,000 千円）

住 所 22320 Foothill Blvd. Suite320 hayward, CA 94541 USA

出 資 比 率 川西倉庫㈱ 100％

業 務 内 容
物流全般コーディネート
（NVOCC、フォワーディング、倉庫保管、輸送）

☆米国内での輸送強化や海上輸送とあわせた一貫サービスの確立をめざすとともに、北米航路の集荷拡大を図る

☆日本発着のみならず東南アジア拠点からの輸出に着目し、米国へ輸入されるNominated Cargoへの取組みの強化

☆長期的には、輸入通関、３ＰＬ倉庫保管案件への参画
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４
次世代プロジェクトチーム

ＤＸ／ＳＤＧｓへの取組み
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次世代プロジェクトチームについて

次世代プロジェクトチーム
（2021年6月1日発足）

ＤＸ取り組みの推進

お客さまのニーズに応じたサービスの提供と地球環境保全の両立を通じて、

社会の持続的な発展と企業価値を高め成長することをめざして

総合的な次世代の新たなビジネスモデルの構築を図るべく
企画・調査・研究等を推進する組織

ＳＤＧsやカーボンニュートラル取り組みの推進

メンバー ： 取締役５名、上席執行役員２名、経営企画部長、情報システム部長、
営業部長、総務部長、企画課長 （次世代プロジェクト会議：月１回開催）

自動倉庫、自立型ゼロエネルギー倉庫（省エネ化、太陽光発電設備等）、次世代型荷役機器（アー
ムロボット、AGV等）、RPA等の導入検証

持続可能な世界を実現するための取組み（コーヒー豆やココア豆の生産地である開発途上国への
支援協力、物流総合効率化法・ホワイト物流推進運動の取組み）、温室効果ガス排出ゼロ（PPAモデ
ル、非化石エネルギー等）の検証
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物流ＤＸ導入事例 大東営業所
トラック予約受付サービス
＜大阪支店大東営業所 ／ 2022年9月導入＞

導入の目的・背景

☆ 積込車両の長時間待機の解消
☆ トラック到着予定の見える化
☆ バース稼働率の上昇・最適化
☆ 受付業務・配車業務のデジタル化

ドライバー入場時情報が現場に共有

ドライバー待機時間の削減と環境負荷の軽減を目指す
～ 不足する労働力を電子化により解消 ～

当日のトラックの時刻に合わせ

導入効果

☆ 時間外残業３０％削減

複数のバースで荷役を同時に行い効率性を向上

現場の状況に応じた荷役を計画

ドライバーにはSMSで入場指示

無駄なく入出庫準備を行う

＜受付＞

＜作業員：バース＞

＜作業員：倉庫＞

タブレットにより
細かな指示や
連携が可能

貨種・数量に合わせた荷役計画を事前に策定

物流DX導入事例 大東営業所

電子化・省人化
物流DXの実現

①

②

②

③

ショートメッセージ送信

④

運転手は指定されたバースへ移動

２）物流DX導入事例①（トラック予約システム）.mp4
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（カーゴニュース 2023年8月24日 第5171号 出典）

物流DX導入事例 大東営業所

（Hacobu社ホームページ 引用）

https://hacobu.jp/case_study/6801/
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物流ＤＸ導入事例

粗砕機
＜京浜支店関東物流センター加須営業所 ／ 2023年12月導入＞

導入検討の目的・背景
☆ デバン作業時に固化した商品を袋を

破くことなく中身だけ砕く作業が必要
☆ 重労働作業の解消
☆ 今後の作業員不足を見据えての対応

デバンダー（荷下ろしロボット）
＜京浜支店関東物流センター加須営業所 ／ 2023年10月導入＞

導入の目的・背景

☆ コンテナ内（バラ積）から貨物出し
パレットへの積替え

☆ 重要顧客貨物（荷姿）への対応
☆ 現作業員不足の解消

労働者不足を見据えた労働環境改善の取り組み
～ 半自動化機械の導入 ～

作業前 作業後

３）物流DX導入事例（デバンダー・粗砕機）.mp4
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物流ＤＸ導入（予定）

パレタイザ―（積替ロボット）

＜京浜支店関東物流センター杉戸営業所＞

導入検討の目的・背景

☆ 輸入パレットから当社指定の保管パレットへの積替え

☆ 今後の作業員不足を見据えての対応

イメージ
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サステナビリティ基本方針の策定およびマテリアリティ（重要課題）の特定

＜2023年12月＞

サステナビリティ①
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サステナビリティ②

詳細は当社HPをご参照ください

サステナビリティ／SDGsへの取り組み
https://www.kawanishi.co.jp/01company/sdgs.htm
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SDGsへの取り組み事例 六甲営業所
自然冷媒(NH3/CO2採用)冷凍機
＜神戸支店六甲営業所 ／ 2023年3月導入＞

導入の目的・背景

☆ オゾン層を破壊する「特定フロン」からの脱却
（自然冷媒の使用）

☆ 冷凍市場需要増加への対応

アンモニアの気化熱によりCO2を冷却しレシーバー部へ格納

脱フロン・二酸化炭素排出の抑制を目指した取り組み
～ 持続可能な自然冷媒冷凍機の導入 ～

配管から各定温倉庫へCO2を充填冷却

環境・安全性への影響

☆ アンモニア冷媒（NH3）により地球温暖化係数は1以下に
（従来使用の冷媒R22は温暖化係数1810）

☆ アンモニアの使用量を最小化（1機あたり19KG）
ユニット内だけの循環を可能とし、有害物質の漏洩防止

導入効果

☆ 電力使用量24.9％削減（昨年比）
（二酸化炭素排出量180,100kg削減/CO2） 屋外にはスクラバー（排気処理装置）を設置

万が一の漏洩時には毒性を中和処理

管制室のモニターにて各装置の管理や

デマンド制御状態の確認も可能

100,000

300,000

500,000

700,000

900,000

100,000

500,000

900,000

1,300,000

21年4月～翌1月 22年4月～翌1月 23年4月～翌1月

電力使用量（kwh) CO2排出量(kg)

SDGsへの取り組み事例 六甲営業所

①
スクラバー

自家発電機

② 炭酸ガス用配管

③

（kwh） （kg）

※自家発電機を設置することで地震
や停電時にもスクラバーが作動
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５ 2024年3月期 第2四半期

連結決算の概要
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(単位：百万円)

2024年3月期 第2四半期 決算の概要

科 目

2023/3期
２Q実績

2024/3期 ２Q

前年
同期比

予想比期初予想
予想

（9/15 修正）
実績

金額 利益率 金額 金額 利益率 金額 利益率

営業収益 13,932 - 12,730 12,570 - 12,612 - △ 9.5％ ＋ 0.3％

営業利益 712 5.1％ 500 685 5.4％ 715 5.6％ ＋ 0.5％ ＋ 4.5％

経常利益 760 5.4％ 530 720 5.7％ 752 5.9％ △ 1.0％ ＋ 4.6％

親会社株主に
帰 属 す る
四半期純利益

492 3.5％ 320 445 3.5％ 473 3.7％ △ 3.9％ ＋ 6.4％

前年同期比 減収、減益（営業利益は増益）で着地

◆営業収益 ： 【国内物流事業】貨物の取扱いは減少したものの保管高増加により、倉庫、運送、港湾運送の各事業におい
て前年同期に比べ増加

【国際物流事業】海上運賃の下落、貨物の取扱いの減少もあり前年同期に比べ減少
◆営業利益 ： 海外での倉庫事業が順調に推移、国内物流事業の営業収益増加、電力費等の経費減少により増益
◆経常利益 ： 営業利益は増加したものの営業外収益の減少等により減益
◆親会社株主に帰属する四半期純利益 ： 経常利益の減少、子会社利益増加による非支配株主に帰属する四半期純利益の増

加により減益
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セグメント別実績占率（2024/3期２Q）

太陽光発電による売電事業、不動産賃貸事業、物流資材の販売

倉庫業、港湾運送業、貨物運送取扱業、その他物流関連＜通関業務、流
通加工業務、物流関連施設の賃貸業務＞国内物流事業

国際運送取扱事業、倉庫業（海外）国際物流事業

その他事業

国際物流

事業

17%

その他

事業

2%

2024/3期2Q
営業収益

12,612百万円
（セグメント合計
12,619百万円）

国内物流
事業
81%

国内物流

事業

75%

国際物流

事業

14%

その他

事業

11%

2024/3期2Q
営業利益

715百万円
（セグメント利益
1,257百万円）
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６ 2024年3月期 業績予想の概要
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(単位：百万円)

科 目

2023/3期実績

2024/3期業績予想

期初予想
予想

（11/9修正）

前年比

金額 利益率 金額 金額 利益率

営業収益 27,107 - 25,670 25,320 - △ 1,787

営業利益 893 3.2％ 960 1,150 4.5％ ＋ 257

経常利益 958 3.5％ 1,000 1,220 4.8％ ＋ 262

親会社株主に
帰 属 す る
当 期 純 利 益

1,492 5.5％ 590 680 2.6％ △ 812

2024年3月期業績予想の概要

前期比 減収、減益（営業利益、経常利益は増加）を見込む
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７ 株 主 還 元
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株主還元

配当実績推移

株主優待

保有株式数 継続保有期間 基準日 優待内容

100 株以上

３年未満

９月末日、３月末日

クオカード 500円分

３年以上～５年未満 クオカード 1,500円分

５年以上 クオカード 2,000円分

2019年度
実績

2020年度
実績

2021年度
実績

2022年度
実績

2023年度
予定

中間配当 6.00円 ※1 9.00円 ※1 8.00円 ※1 9.00円 10.00円

期末配当 6.00円 6.00円 6.00円 7.00円 ※1 13.00円

年 間 12.00円 15.00円 14.00円 16.00円 23.00円

配当性向 37.4％ 21.1％ 20.4％ 8.2％ 25.9％

※1．特別配当を含む（2020年度3.00円、2021年度2.00円、2022年度2.00円、2023年度3.00円）
   

対象となる株主様
・ 毎年９月末日および３月末日現在の株主名簿に記載または記録された１単元(100 株)以上の株式を保有されている株主様
・ 継続保有期間は、同一株主番号で、３年以上は７回連続、５年以上は１１回連続して記載または記録されている株主様
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株価推移と各種指標

2024年1月31日株価終値１，１２５円で計算

指 標 値 指 標 値

一株当たり利益
（2024/3月期予想）

88.93円 予想PER 12.65倍

一株当たり純資産
（2023/3月期実績）

2,520.96円 実績PBR 0.45倍

一株当たり配当
(2024/3月期予想）

23円
（中間10円：期末13円）

配当利回り（予想）
【株主優待考慮】100株保有の場合（3年未満）

100株保有の場合（3年以上5年未満）
100株保有の場合（5年以上）

2.0％
2.9％
4.7％
5.6％

時価総額 9,291百万円 最低投資金額 112,500円



物流から想いをつなぎ、
日常の暮らしをまもる。

ご清聴ありがとうございました。

©Kawanishi Warehouse Co.,Ltd.All rights reserved.
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【お問い合わせ先】

■本資料の注意点

• 本資料は当社をご理解いただくために作成されたもので、当社への投資勧誘を目的としておりません。投資に関する決定は、

ご自身のご判断において行われるようお願いします。

• 本資料に掲載されている業績見通し、その他今後の予測・戦略等に関わる情報は、現時点で入手可能な情報と合理的であると

判断する一定の前提に基づき当社が予測したものです。実際の業績は、様々なリスク要因や不確実な要素により、業績見通しと

大きく異なる可能性があります。

• 本資料中の情報によって生じた影響や損害については、当社は一切責任を負いません。

• なお、いかなる目的であれ、本資料を無断で複写複製、または転送等を行わないようにお願いいたします。

川西倉庫株式会社    総務部総務ＩＲ課

  TEL : (078) 671-7931 FAX : (078) 671-6526

  ホームページ ： https://www.kawanishi.co.jp/
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